
今
日
よ
り
も
輝
く
明
日
の
朝
を
待
つ
　
　
　
　
長
井
市
　
安
部
あ
り
な

明
日
が
あ
る
く
じ
け
た
時
の
吐
く
弱
音
　
　
　
高
　
岡
　
安
部
　
健
一
　

締
切
り
が
明
日
に
迫
っ
て
大
慌
て
　
　
　
　
　
山
　
口
　
石
川
與
次
衛
門

明
日
に
向
う
孫
の
未
来
へ
世
界
繋
ぐ
　
　
　
　
荒
砥
甲
　
五
十
公
野
か
を
る

八
十
路
坂
明
日
へ
つ
な
ぐ
夢
が
あ
る
　
　
　
　
大
　
瀬
　
五
十
公
野
春
己

明
日
信
じ
明
日
香
と
名
前
付
け
た
孫
　
　
　
　
鮎
　
貝
　
植
木
　
英
夫
　
　

明
日
の
夢
孫
の
寝
顔
で
組
立
て
る
　
　
　
　
　
浅
　
立
　
梅
津
　
太
一

眉
間
し
わ
明
日
は
笑
顔
の
美
人
顔
　
　
　
　
　
浅
　
立
　
梅
津
美
千
子

い
つ
の
日
も
明
日
と
云
ふ
日
待
っ
て
居
る
　
　
滝
　
野
　
海
老
名
き
ち

下
駄
と
ば
し
明
日
天
気
に
な
ー
あ
れ
　
　
　
　
世
田
谷
　
遠
藤
　
八
重

西
山
に
夕
陽
が
落
ち
て
明
日
も
晴
　
　
　
　
　
横
須
賀
　
大
滝
　
健
次
郎

デ
ー
サ
ー
ビ
ス
明
日
の
パ
ワ
ー
を
楽
し
み
に
　
萩
　
野
　
川
部
　
ち
ゑ

畑
仕
事
釣
落
と
し
で
ま
た
明
日
　
　
　
　
　
　
荒
砥
乙
　
木
口
　
と
よ

卓
袱
台
が
み
か
ん
箱
で
も
明
日
の
夢
　
　
　
　
菖
　
蒲
　
小
関
　
弘

紛
争
の
な
い
明
日
の
平
和
望
ん
で
る
　
　
　
　
山
　
口
　
児
玉
　
保
子

ひ
ま
ご
た
ち
明
日
来
る
日
さ
い
ふ
み
る
　
　
　
萩
　
野
　
紺
野
　
五
月

明
日
あ
れ
気
に
な
る
歳
の
今
自
分
　
　
　
　
　
つ
く
ば
　
斎
藤
　
靖
夫

げ
た
を
投
げ
明
日
の
天
気
予
報
す
る
　
　
　
　
鮎
　
貝
　
神
保
　
玲
子

町
内
の
祭
り
ば
や
し
明
日
来
た
る
　
　
　
　
　
箕
和
田
　
鈴
木
　
ト
ミ

明
日
が
あ
る
無
い
か
も
知
れ
ぬ
今
の
我
　
　
　
荒
砥
甲
　
鈴
木
美
貴
子

雨
降
り
続
き
明
日
の
晴
れ
に
期
待
す
る
　
　
　
十
　
王
　
平
　
　
恒
人

明
日
こ
そ
い
い
夢
見
た
い
と
床
に
つ
く
　
　
　
高
　
玉
　
髙
橋
　
朝
子

今
日
の
無
事
明
日
も
頼
む
と
夕
焼
に
　
　
　
　
荒
砥
乙
　
土
谷
　
灯
一

地
蔵
さ
ん
孫
の
願
い
の
遠
足
日
　
　
　
　
　
　
箕
和
田
　
土
屋
　
平
敏

明
日
こ
そ
畑
仕
事
を
と
天
見
上
げ
　
　
　
　
　
箕
和
田
　
土
屋
　
敏
子

愚
痴
ら
な
い
明
日
は
キ
ラ
キ
ラ
秋
晴
れ
に
　
　
高
　
玉
　
橋
本
つ
ね
子

明
日
に
は
怒
哀
の
疼
き
去
り
し
か
も
　
　
　
　
鮎
　
貝
　
樋
口
　
敬
子

町
の
灯
に
呼
ば
れ
て
残
務
明
日
に
す
る
　
　
　
箕
和
田
　
樋
口
　
昭
吉

夢
ロ
マ
ン
明
日
が
あ
る
か
ら
生
き
ら
れ
る
　
　
荒
砥
乙
　
保
科
　
努

明
日
も
ま
た
笑
顔
忘
れ
ず
介
護
の
日
　
　
　
　
町
田
市
　
保
髙
　
悦
子

明
日
何
言
っ
て
る
の
祝
日
　
　
　
　
　
　
　
　
十
　
王
　
松
田
　
久
一

今
日
あ
っ
て
明
日
が
あ
る
の
よ
我
が
家
族
　
　
ふ
じ
み
野   

村
上
　
桂
造

老
い
て
尚
明
日
へ
の
希
望
持
ち
続
け
　
　
　
　
十
　
王
　
守
谷
　
三
郎

明
日
が
あ
る
そ
れ
で
は
遅
い
「
今
で
し
ょ
。」　
十
　
王
　
守
谷
　
勝
助

老
い
夫
婦
今
日
も
明
日
も
快
談
話
　
　
　
　
　
鮎
　
貝
　
横
沢
　
直
太

忘
年
会
明
日
と
云
う
日
に
ほ
ど
ほ
ど
に
　
　
　
山
　
口
　
渡
部
喜
美
子

次
回
「
福
」
十
二
月
二
十
五
日
ま
で
。
　
「
桃
」
一
月
二
十
五
日
ま
で
。

白
鷹
町
大
字
荒
砥
甲
八
三
三
番
地
　
白
鷹
町
役
場
企
画
政
策
課
情
報
係
　 

宛
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第
65
回
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
　
作
文
・
標
語
コ
ン
テ
ス
ト

　

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
日
常
の
家
庭

生
活
や
学
校
生
活
の
中
で
体
験
し
た
こ
と
を
基
に
、
犯
罪
・
非
行
の
無
い
地
域
社
会
に
つ
い

て
理
解
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。
西
置
賜
地
区
コ
ン
ク
ー
ル
に
お

い
て
、
白
鷹
町
の
作
品
の
中
か
ら
次
の
作
品
が
入
選
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

問  

町
民
課
く
ら
し
環
境
係　

☎
85

－

６
１
３
１

■
作
文
の
部

【
小
学
校
の
部
】

優
秀
賞　

丸
川  

裕
太
（
蚕
桑
小
３
年
）

「
明
る
い
社
会
を
作
ろ
う
」

優
秀
賞　

廣
居  

千
尋
（
鮎
貝
小
６
年
）

「
犯
罪
・
非
行
の
な
い
世
の
中
へ
」

努
力
賞　

馬
場  

小
羽
（
鮎
貝
小
６
年
）

「
飲
酒
運
転
は
ぜ
っ
た
い
ダ
メ
」

【
中
学
校
の
部
】

優
秀
賞　

渋
谷  

麻
友
（
白
鷹
中
２
年
）

「
私
達
に
で
き
る
こ
と
」

優
秀
賞　

鈴
木　

  

遼
（
白
鷹
中
２
年
）

「
笑
顔
が
社
会
を
明
る
く
す
る
」

優
秀
賞　

梅
津  

真
子
（
白
鷹
中
３
年
）

「
犯
罪
や
非
行
に
つ
い
て
」

努
力
賞　

大
木  
千
聖
（
白
鷹
中
１
年
）

「
犯
罪
を
し
て
し
ま
う
人
の
心
考
え
ま
し
た
」

努
力
賞　

新
野  

久
美
（
白
鷹
中
３
年
）

「
社
会
を
明
る
く
す
る
た
め
に
」

■
標
語
の
部

【
小
学
生
の
部
】

優
秀
賞　

新
野  

和
真
（
東
根
小
３
年
）

「
ふ
え
て
い
け
親
切
な
か
よ
し
明
る
い
仲
間
」

努
力
賞　

上
村  

栞
凪
（
鮎
貝
小
６
年
）

「
話
し
て
ね
一
人
一
人
の
そ
の
思
い
を
」

努
力
賞　

菅　

  

結
愛
（
鮎
貝
小
３
年
）

「
わ
る
い
こ
と
す
る
な
さ
せ
る
な
み
の
が
す
な
」

【
中
学
校
の
部
】

最
優
秀
賞　

樋
口　

  

愛
（
白
鷹
中
２
年
）

「
耳
す
ま
せ
心
の
声
が
叫
ん
で
る
」

努
力
賞　

遠
藤  

日
佳
（
白
鷹
中
１
年
）

「
つ
な
げ
た
い
明
る
い
社
会
を
未
来
へ
と
」

努
力
賞　

新
野  

愛
麻
（
白
鷹
中
２
年
）

「
思
い
だ
せ
大
切
な
人
の
あ
の
笑
顔
」

努
力
賞　

青
木　

  

拓
（
白
鷹
中
２
年
）

「
ス
マ
ホ
よ
り
明
る
い
未
来
に
タ
ッ
チ
し
て
」

努
力
賞　

佐
藤　

  

月
（
白
鷹
中
３
年
）

「
さ
し
の
べ
る
小
さ
な
優
し
さ
救
い
の
手
」
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